
北斎ゆかりの寺・飯縄寺・行元寺へドライブ旅行

２０１２年５月２７日 ( 日 )
参加者：　１０名

<報告：柾木英二>
『飯縄寺を中心に「波の伊八」の彫刻を訪ねて』
昨年の４月、美楽舎の例会にお招きし、『波の伊八』の彫刻に関する講演を、飯縄寺の住職・村田浩田氏にい
た
だいた。ただ、参考資料及びネットで検索した画像で見るだけでは、『波の伊八』の彫刻の真価はわからない。
その時以来、私は『波の伊八』の実物の彫刻をみたいと思っていたが、この度の５月例会に参加し、千葉県い
すみ市の飯縄寺と行元寺にある『波の伊八』の彫刻を鑑賞することができた。
　今回の例会企画は、楢崎氏と片岡氏だが、片岡氏が飯縄寺の住職・村田氏の高校の先輩という間柄から、飯
縄寺では特別な計らいで貴重な経験ができた。昨年の村田氏の講演については、以下のブログ（グーグル・ヤ
フー検索）を参考にしていただきたい。今回の例会報告では、これ以上紙面を長くすることを避け割愛した、
「飯縄寺縁起」および「波の伊八」の略歴について、参考になると思う。
マッキーの美術鑑賞：『波の伊八』の彫刻があ
る飯縄寺住職　村田浩田氏講演

　５月２７日（日）、東京駅前に午前８時に集
合し、会員１０名が車２台に分乗して上総いす
み市に向けて出発。まず初めの目的地は、いす
み市荻原にある東頭山・行元寺（とうずさん・
ぎょうがんじ）だった。到着後、駐車場からし
ばらく切通しの参道を歩くと、木々の新緑に囲
まれて、その朱色がいっそう艶やかに感じる山
門が建っていた。東頭山・行元寺は、８４９年
慈覚大師により開山され、徳川家の庇護により
興隆したという。天台宗では、東国初の寺とい
うことで、行元寺は山号を東頭山と称している。
この寺の見所は、波の伊八作の欄間・本堂欄間
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